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１
月
１
日
、
米
内
沢
地
区
の
倉
ノ
山
︵
標
高
３
１
４
ｍ
︶
で
元
旦
登
山
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

登
山
会
は

60
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
元
旦
恒
例
の
伝
統
行
事
。
今
年
は
山
頂
で
の
初
日
の
出
に
恵

ま
れ
、
神
々
し
い
御
来
光
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。︵
13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事)

　

御
来
光
に
新
年
の
願
い

〜
倉
ノ
山
元
旦
登
山
〜
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今
年
の
出
初
式
は
合
併
後
初
の
開
催
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
全
市
の
分
団
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
７
５
０
人
の
参
加
と
な
っ
た
分
列
行
進
の
隊

列
に
市
消
防
本
部
と
各
分
団
の
車
両
部
隊
が
加
わ
り

市
中
央
公
民
館
前
を
出
発
、
商
店
街
で
は
、
岸
部
陞

市
長
、
中
村
信
一
消
防
団
長
、
畠
山
勇
悦
消
防
長
ら

の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
強
い
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
各
団
と
も
士
気
を
高
め
な
が
ら
鷹
巣
体
育

館
ま
で
一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
を
展
開
、
沿
道
で
見
守
る

多
く
の
市
民
に
無
火
災
へ
の
心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。 

　 

 

　 　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
鷹
巣
体
育
館
で
開
か
れ
た
式

典
で
は
、
は
じ
め
に
岸
部
市
長
が
「
今
年
の
出
初
式

は
記
念
す
べ
き
市
と
し
て
の
第
一
回
目
の
開
催
と
な

っ
た
。
全
国
的
に
見
て
も
昨
年
は
、
台
風
被
害
や
福

岡
西
方
沖
地
震
、
そ
し
て
山
形
で
の
列
車
脱
線
事
故

な
ど
災
害
や
事
故
が
相
次
い
だ
。
幸
い
当
市
で
は
大

き
な
災
害
は
な
か
っ
た
が
、
い
つ
起
き
る
か
予
測
で

き
な
い
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ
う
、
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
こ
れ
に
は
一
人
ひ
と
り
の
力
が
大
切
。
積
極
的
に

防
災
訓
練
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
の
担
い
手
を
し

て
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
式
辞
。 

　 

 

　 　
続
い
て
中
村
消
防
団
長
が
、
「
昨
年
管
内
で
起
き

た
火
災
は
20
件
だ
っ
た
。
合
併
に
よ
り
市
消
防
団
と

な
っ
た
が
消
防
の
精
神
は
不
変
。
日
頃
か
ら
訓
練
に

励
み
、
市
民
の
安
心
と
安
全
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

火
災
予
防
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
」
な

ど
と
、
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
秋
田
県
知
事
表
彰
、
消
防
協
会
表
彰
な

ど
の
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
、
今
年
１
年
の
無
火
災
と

無
災
害
を
願
い
ま
し
た
。 

士
気
高
め
、
無
火
災
へ
の
心
意
気
を
示
す

分
列
行
進
で
消
防
人
の
勇
姿
を
披
露 

　
平
成
18
年
の
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が
１
月
４
日（
水
）、
鷹
巣
地
区
で
開
催
さ
れ
、

消
防
団
員
や
婦
人
消
防
協
力
隊
員
お
よ
そ
７
５
０
人
が
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
た
悪
天
候
の

中
、
市
役
所
本
庁
舎
付
近
か
ら
商
店
街
を
経
て
鷹
巣
体
育
館
ま
で
を
威
風
堂
々
と
行
進
、

ま
た
、
式
典
で
は
功
労
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
無
火
災
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　 

全
市
の
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
な
ど

の
参
加
で
目
抜
き
通
り
を
分
列
行
進

﹁
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
訓
練
に

励
ん
で
ほ
し
い
﹂
　
　
　
　
岸
部
市
長

﹁
各
分
団
が
協
力
し
﹃
火
災
予
防
﹄
を
合

言
葉
に
活
動
を
﹂
　
　
　
中
村
消
防
団
長

▲吹き付ける雪の中、パレードを
観閲する岸部市長、中村消防団長、
畠山消防長ら 

鷹巣、合川、森吉、阿仁の各地区の消防団・
婦人消防協力隊からおよそ７５０人の
団員、隊員が参加し、鷹巣地区の中心
街を威風堂々の行進を繰り広げました。 

▲秋田県知事表彰は６５人が受賞。（写
真は、有功章を受章した森吉支団第４
分団の清水勇一分団長） 

▲県消防協会大館北秋田支部長表彰（防
災作文・優秀賞）で表彰を受ける森吉中
学校１年の加賀大地君 

　
式
典
で
は
、
県
知
事
表
彰
、
市
長

表
彰
な
ど
の
功
労
表
彰
、
大
館
北
秋

田
支
部
長
表
彰
（
防
火
作
文
）
の
伝

達
と
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
、消
防
団
員
数
は
４
地
区
で
８
５
３
人
。ま
た
、80
人
を
越
え

る
婦
人
消
防
協
力
隊
も
地
域
の
防
災
活
動
を
担
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。 

▲消防関係者が鷹巣体育館に一堂に会して行われた出初式の式典 

■
平
成
18
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
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《12月定例議会》 

行政報告 行政報告行政報告 行政報告 
　
平
成
17
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
21
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
提
出

議
案
に
つ
い
て
の
大
綱
質
疑
が
行
わ
れ
、
12 
日
〜
15 
日
の
４
日

間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
、
16 
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会
で
付

託
議
案
等
を
審
議
し
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

　
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
12
月
定
例
議
会
の
行
政

報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
総
務
課
】  

　
北
秋
田
市
誕
生
記
念
式
典
が
10

月
７
日
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

来
賓
、
旧
四
町
の
町
長
、
議
長
及

び
元
合
併
協
議
会
委
員
な
ど
約
６

０
０
人
が
出
席
し
「
北
秋
田
市
」

の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
新
市
の
将
来
像
に
ふ
さ
わ
し
い

市
章
を
制
定
し
た
い
と
全
国
に
公

募
し
た
結
果
、
１
０
１
９
点
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
た
神
戸
市
在
住
の
杜
多
利

夫
さ
ん
・
利
香
さ
ん
親
子
に
賞
状

と
賞
金
を
贈
呈
し
、
市
章
の
除
幕

を
行
い
北
秋
田
市
の
飛
躍
発
展
を

祈
念
し
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。 

【
税
務
課
】 

　
10
月
末
現
在
の
市
民
税
（
個
人

分
）
の
調
定
額
は
８
億
２
０
１
１

万
６
千
円
、
固
定
資
産
税
は
15
億

８
８
０
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。 

【
総
合
政
策
課
】 

　
指
定
管
理
者
制
度
は
32
施
設
を

対
象
に
公
募
及
び
非
公
募
の
条
例

整
備
を
行
い
、
臨
時
議
会
に
お
い

て
個
別
条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
指
定
管
理
者
の
指
定
の

議
決
を
２
月
定
例
議
会
に
提
案
す

る
方
向
で
あ
り
ま
す
。 

　
11
月
24
日
か
ら
鷹
巣
、
森
吉
、

阿
仁
地
区
に
お
い
て
、
行
政
協
力

委
員
の
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
意
見
交
換
で
出
さ
れ
た
様
々

な
課
題
や
提
言
を
今
後
の
市
政
運

営
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

　
名
古
屋
市
で
「
あ
き
た
リ
ッ
チ

セ
ミ
ナ
ー 

in 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
各
企
業
に
北

秋
田
市
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
な
が
ら

誘
致
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

　
11
月
30
日
、
市
内
の
各
誘
致
企

業
が
一
堂
に
会
し
「
北
秋
田
市
誘

致
企
業
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、

意
見
交
換
で
は
今
後
の
各
企
業
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
に
つ
い
て

協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。 

【
広
報
情
報
課
】  

　
「
国
勢
調
査
」
は
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、

調
査
活
動
を
滞
り
な
く
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
財
政
課
】  

　
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

に
お
け
る
工
事
等
発
注
状
況
は
５

０
０
万
円
以
上
が
42
件
で
、
22
億

１
１
１
４
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

市

民

生

活

部

関

係

 

【
福
祉
課
】 

〈
生
活
保
護
〉 

　
11
月
１
日
現
在
の
当
市
の
生
活

保
護
世
帯
数
は
３
３
３
世
帯
（
４

５
３
人
）
で
、
年
度
当
初
か
ら
９

世
帯
増
（
21
人
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

〈
障
害
福
祉
〉 

　
障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や

適
性
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
生
活

を
営
む
こ
と
を
支
援
す
る
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
が
先
の
臨
時
国

会
で
成
立
し
、
利
用
者
負
担
や
障

害
程
度
区
分
、
事
業
体
系
の
見
直

し
な
ど
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
新

制
度
と
し
て
順
次
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
政
省
令
や
国
、
県
か
ら
の
各
種

取
扱
い
通
知
等
に
よ
り
新
制
度
移

行
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

特
に
利
用
者
負
担
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
応
じ

た
原
則
１
割
の
自
己
負
担
が
導
入

さ
れ
、
多
く
の
障
害
者
が
負
担
増

と
な
る
こ
と
か
ら
、
説
明
会
の
開

催
や
各
種
団
体
の
学
習
会
な
ど
様
々

な
機
会
を
通
じ
新
制
度
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

〈
児
童
福
祉
〉 

　
前
田
保
育
園
の
改
築
事
業
は
、

本
年
度
と
18
年
度
の
２
か
年
の
継

続
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
仮

園
舎
は
８
月
31
日
に
完
成
し
９
月

５
日
か
ら
供
用
を
開
始
、
既
存
の

園
舎
は
９
月
28
日
に
解
体
を
完
了

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
、
保
育
園

及
び
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
合
築
建
設

工
事
契
約
は
、
９
月
27
日
に
議
案

可
決
を
い
た
だ
き
９
月
28
日
か
ら

工
事
に
着
手
、
本
年
度
は
全
体
工

事
の
20
％
を
施
工
す
る
予
定
で
す
。  

　
鷹
巣
中
央
児
童
館
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
外
構
工
事
が
８
月
２
日
、

建
築
本
体
工
事
・
機
械
設
備
工
事
・

電
気
設
備
工
事
は
８
月
４
日
に
着

手
し
、
全
工
事
が
10
月
31
日
に
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
施
設
備
品
の

配
備
を
行
い
11
月
12
日
に
竣
工
式

と
鷹
巣
中
央
小
学
校
創
立
１
３
０

周
年
記
念
の
合
同
祝
賀
会
を
開
催
、

児
童
館
の
建
設
に
あ
た
り
記
念
事

業
実
行
委
員
会
（
佐
藤
實
実
行
委

員
長
）
か
ら
施
設
備
品
の
一
部
に

と
１
３
０
万
円
、
ま
た
、
鷹
巣
中

央
小
学
校
長
佐
藤
美
保
子
氏
か
ら

ピ
ア
ノ
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協

議
会
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育

成
さ
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

そ
の
計
画
の
推
進
等
に
関
す
る
協

議
を
行
う
組
織
で
す
が
、
11
月
29

日
、
20
人
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
、
本
市
の
地
域
性
を
生
か
し

た
支
援
計
画
の
策
定
を
お
願
い
し

ま
し
た
。 

【
高
齢
支
援
課
】 

〈
介
護
保
険
〉 

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
の
資
格
管
理
、
介
護
保

険
料
の
賦
課
・
収
納
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
給
付
管
理
な
ど
、
適
正
な

事
業
運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

９
月
末
に
お
け
る
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
数
は
、
要
支
援
が
２

８
５
人
、
要
介
護
１
が
７
５
９
人
、

要
介
護
２
が
３
３
８
人
、
要
介
護

３
が
３
３
６
人
、
要
介
護
４
が
３

３
２
人
、
要
介
護
５
が
４
０
０
人

で
、
合
計
２
４
５
０
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
９
月
分
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
係
る
保
険
給
付
の
実
績
は
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
が
１
３
７
８
人
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
４
９
５
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
第
３
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

声
を
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
い

う
策
定
委
員
会
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳

以
上
人
口
の
15
％
に
当
た
る
４
１

３
９
人
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
。 

 

【
生
活
環
境
課
】  

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
は
、

10
月
か
ら
生
活
環
境
課
と
保
健
セ

ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
窓
口
設
置
以

降
の
受
付
数
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

使
用
し
た
家
屋
等
の
解
体
処
理
や

対
策
に
つ
い
て
の
も
の
３
件
で
、

健
康
に
関
す
る
相
談
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
も
保
健
所
及
び

市
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
10
月
28
日
、
平
成
17
年
度
秋
田

県
環
境
・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰

式
の
席
上
、
道
城
希
望
会
（
津
幡

保
三
会
長
）
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
や
環
境
美
化
活
動
に
対
し
、

知
事
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
北
秋
田
市
関
係
の
知
事
表
彰

受
賞
者
は
、
生
活
衛
生
功
労
者
と

し
て
、
北
林
治
夫
氏
（
秋
田
県
理

容
生
活
衛
生
同
業
組
合
北
秋
支
部

教
育
部
長
）
、
食
品
衛
生
優
良
施

設
と
し
て
、
「
九
州
ラ
ー
メ
ン
博

多
」、「
有
限
会
社
萬
成
県
北
く
ら

ぶ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
４
月
か
ら
10
月
期
に
お
け
る
廃

棄
物
総
搬
入
量
は
７
２
７
２
ｔ
で

前
年
度
同
期
に
比
べ
１
３
１
ｔ
、

率
に
し
て
１
・
８
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す 

【
医
療
推
進
課
】  

　
統
合
病
院
建
設
の
た
め
の
基
本

設
計
作
成
業
者
選
定
に
向
け
、
委

員
の
委
嘱
と
第
１
回
の
選
定
委
員 

会
を
10
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

先
般
作
成
し
た
基
本
構
想
に
関
す

る
説
明
会
は
10
月
４
日
の
鷹
巣
地

区
を
ス
タ
ー
ト
に
、
10
月
21
日
の

合
川
地
区
ま
で
旧
４
町
単
位
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
、
市
民
４
４
６
人

が
参
集
し
ま
し
た
。 

【
阿
仁
病
院
】  

　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
上
半
期

の
運
営
状
況
は
入
院
患
者
数
が
延

べ
４
５
６
８
人
（
１
日
平
均
25
人
）

で
、
前
年
に
比
べ
１
人
増
加
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
外
来
患
者
数
は

延
べ
１
８
２
２
２
人
（
１
日
平
均

１
３
３
人
）
で
、
前
年
に
比
べ
４
・

４
人
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。 

　
事
業
収
入
は
３
億
７
４
１
６
万

５
千
円
で
こ
れ
に
伴
う
事
業
経
費

が
３
億
５
４
２
０
万
２
千
円
、
差

引
き
１
９
９
６
万
３
千
円
の
収
益

と
な
り
、
前
年
度
未
処
理
欠
損
金

４
億
５
８
７
７
万
９
千
円
に
上
半

期
収
益
を
加
え
た
上
半
期
未
処
理

欠
損
金
は
４
億
３
８
８
１
万
６
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所
】  

　
運
営
状
況
は
、
収
入
、
患
者
数

と
も
増
加
傾
向
で
、
９
月
末
現
在

患
者
数
（
外
来
）
は
、
前
年
同
期

対
比
で
９
・
８
％
の
増
、
収
入
は

７
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
、
雪
田
地
区
で
巡
回

診
療
（
月
２
回
）
を
実
施
。
今
後

と
も
地
域
住
民
の
健
康
維
持
は
も

と
よ
り
、
安
定
経
営
に
向
け
さ
ら

な
る
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

【
保
険
課
】  

　
平
成
16
年
度
の
国
民
年
金
受
給

者
数
は
１
２
７
０
７
人
、
受
給
額

は
81
億
３
１
３
４
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
を
10
月
１
日
に
行
い
ま
し
た
。

保
険
者
証
は
今
ま
で
世
帯
単
位
の

交
付
で
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
１

人
に
１
枚
ず
つ
の
交
付
と
な
り
ま

し
た
。
交
付
枚
数
は
、
一
般
被
保

険
者
１
２
７
１
２
枚
、
退
職
被
保

険
者
３
３
５
５
枚
、
計
１
６
０
６

７
枚
の
交
付
（
加
入
総
世
帯
数
８

５
７
０
世
帯
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】 

　
10
月
10
日
、
鷹
巣
体
育
館
を
主

会
場
に
約
５
０
０
人
の
市
民
が
参

加
し
「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。  

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防

接
種
は
、
10
月
15
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
の
期
間
で
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

対
象
を
全
市
に
拡
大
し
て
実
施
し

て
い
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、

10
月
末
日
現
在
で
１
４
８
人
の
接

種
実
績
が
あ
り
12
月
31
日
ま
で
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
　 

【
市
民
課
】 

　
平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）
の

勤
務
時
間
内
に
市
役
所
等
に
来
庁

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
市
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
12

月
１
日
か
ら
電
話
予
約
に
よ
る
住

民
票
等
の
発
行
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
年
末
年
始

及
び
祭
日
を
除
く
。
）
の
市
役
所

の
就
業
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

市
民
の
た
め
、
８
時
30
分
か
ら
15

時
ま
で
の
間
に
、
電
話
に
よ
る
予

約
（
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
等
の

発
行
申
請
）
を
受
付
け
し
、
19
時

ま
で
発
行
業
務
を
行
う
も
の
で
す
。 
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この社
会あなたの税が生きている

申�
告�

相�

談

申�
告�

相�

談

　　
　　

この社
会あなたの税が生きている

２
月　

日
〜

３
月

15
日
ま
で

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

申
告
す
る
必
要
の
な
い
方

農
業
の
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

住
宅
借
入
金︵
取
得
︶等�

　
　
特
別
控
除
を
受
け
る
方

定
率
減
税
に
つ
い
て

①
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
「
北
秋
田
市
」

に
住
ん
で
い
る
方
（
住
民
登
録
を
し
な

い
で
住
ん
で
い
る
方
も
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
） 

②
給
与
以
外
の
収
入
・
所
得
が
あ
る
方 

   

①
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方 

②
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
職
場
で
年
末
調

　
整
を
行
っ
た
方 

・
昨
年
と
同
様
に
、
稲
作
農
家
の
方
で
作

付
面
積
が
２
ha
以
上
の
方
や
専
門
野
菜
（
販

売
用
野
菜
）
を
作
付
し
て
い
る
方
は
収

支
計
算
に
よ
る
申
告
が
必
要
で
す
。
農

協
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
、
収
支
の
わ
か
る
資
料
（
収

支
計
算
ノ
ー
ト
な
ど
）
を
持
参
の
う
え

各
地
区
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
農
業
所
得
簡
易
計
算
（
農
業
標
準
）
で

申
告
が
で
き
る
の
は
、
水
稲
作
付
面
積

２
ha 
未
満
の
方
だ
け
で
す
。 

・
平
成
19
年
分
（
平
成
20
年
３
月
申
告
）

の
農
業
申
告
か
ら
簡
易
計
算
に
よ
る
申

告
が
で
き
な
く
な
る
予
定
で
す
の
で
、

２
ha
未
満
の
農
家
も
収
支
計
算
に
移
行

す
る
準
備
を
始
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

   

・
平
成
17
年
中
に
新
増
築
、
売
買
な
ど
に

よ
り
住
宅
を
取
得
し
、
住
宅
借
入
金
特

別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
次

の
書
類
を
持
参
の
う
え
確
定
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
家
屋
の
取
得
と
同
時
に
土

地
も
取
得
さ
れ
た
方
は
土
地
の
取
得
に

係
る
分
の
書
類
も
必
要
で
す
。 

●
住
民
票
●
登
記
簿
謄
本
●
工
事
請
負
契

約
書
又
は
売
買
契
約
書
（
写
し
）
●
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書 

・
所
得
税
を
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
で
前
年

ま
で
住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別
控

除
を
受
け
て
い
る
方
は
「
住
宅
借
入
金
（
取

得
）
等
特
別
控
除
証
明
書
」
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
さ
れ
た
方
は

税
務
署
で
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

   

・
平
成
17
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
定
率

減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
減
税
額
は
年
税
額
の
20
％
相
当
額
で
す
。

（
控
除
限
度
額
25
万
円
） 

 

   

・
平
成
14
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
の
納
付

先
が
市
町
村
か
ら
国
（
社
会
保
険
事
務
所
）

に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
で
は

み
な
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
を
は
握
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。 

・
そ
の
た
め
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
「
国

民
年
金
保
険
料
」
の
領
収
書
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
振
替
口
座
の
通
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

　
納
付
状
況
を
確
認
で
き
な
い
場
合
は
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書�

　
持
参
に
つ
い
て
︵
お
願
い
︶

　
平
成
18
年
の
申
告
相
談
を
２
月
１
日
〜
３
月
15
日
ま
で
行
い
ま
す
。

（
消
費
税
申
告
も
受
け
付
け
し
ま
す
‥
簡
易
の
み
） 

　
詳
し
い
日
程
表
は
、
後
日
各
地
区
別
に
別
紙
と
し
て
配
付
い
た
し
ま
す

の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
定
め
ら
れ
た
会
場
で
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。 

１

◆申告相談を受けられる方は、次の書類を必ずご持参ください。 
 （□欄を使って確認しましょう。） 

申告前に書類の確認を！

□印鑑 
□生命保険料支払証明書 
□保険税・介護保険料の領収書 
□国民年金・農業者年金掛金領収書 
□医療費の領収書（通院のため要した交通費
　の領収書も） 
□身体障害者手帳（寝たきりの場合は前もっ
　て税務課に申し出てください。） 

□損害保険料支払証明書（火災保険、
　建物共済など） 
□火災、雪害、盗難にあった時はそ
　の証明書（警察署、消防署から発
　行されるもの）または領収書 
□大学生のいる家庭では在学証明書 
□預金口座番号 

◆営業所得者およびその他の事業所得者 
□現金出納帳（売掛、買掛がある場合は売掛
　帳、買掛帳） 
□自家消費、事業用消費の整理帳 
□仕入帳（売上原価の整理） 
□たな卸帳 

□経費帳 
（科目毎の必要経費の整理⇒　租
税公課、水道光熱費、通信費、広
告宣伝費、接待交際費、損害保険料、
修繕費、消耗品費、給料賃金、地
代家賃、雑費） 

◆農業所得者 
□米以外の収入がある方は、農協等からの出
　荷証明書 
□農機具購入契約書と領収書（金額の多少に
　かかわらず必要です） 
□土地改良費・水利費のわかるもの 
□農作業の受委託のわかるもの 
□支払小作料のわかるもの 

□農業用の借入金利子証明書 
□米政策等に係る拠出金のわかる
　もの 
□雇人費明細書（農作業毎の賃金
　の明細、領収書） 
□大農具の損害保険領収書 
□客土費用（３年償却）の領収書 

◆その他の所得者 
　大工、左官等の方が持参するもの 
□年間の稼働日数明細書（月別、仕事先と賃金の明細） 
　大工、左官等で請負仕事の場合は 
　機械・器具（道具）の購入費および修理費、税金（自動車税、重量税）、車検経
　費の領収書 
□請負工事毎の損益計算書 
□全国建設工事国保の保険料領収書 

□給与、報酬、賃金の源泉徴収票 
　日雇、出稼ぎ収入のあった方は、所得税（源泉徴収税額）が還付される場合があ
　りますので、勤務先から必ず源泉徴収票を取り寄せてください。 

　各種年金については、老齢年金、障害年金、母子年金、遺児年金、寡婦年金、遺
族年金、厚生年金、共済年金、公務扶助料、恩給等すべての年金等が含まれます。
申告には各種年金の源泉徴収や支払通知書を提示してください。（個人年金も必要） 

　譲渡所得のある方で税務署へ申告する方は、
市県民税の申告の必要はありません。 
　譲渡所得者（土地、建物を売った場合）が
税務署へ持参するものは次のとおりです。 
□譲渡した物件に係る売買契約書（または売
買価格を証明できる書類） 

□譲渡費用（仲介手数料、測量費
　など）の領収書 
□収用の場合は買取り証明書 
□交換および代替地を受け取った
　場合は契約書（または覚書） 

　不動産所得　□収入明細及び経費明細　 
　一時所得（保険満期金等）・配当所得・退職所得がある方　　 
　　　　　　　□支払調書等支払額がわかるもの 

持参するもの 所得の種類 

すべての方 

事業所得の方 

給与所得の方 

年金等の所得の方 

譲渡所得の方 

その他 
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市県民税・所得税申告相談日程表 
◆必ずこの日程表に定められた場所、日時に申告してください。

◆カレンダーに申告日を記すなどして忘れないようにしましょう。

◆場合によっては、人数を制限することがあります。

２月１日　水 

　　２日　木 

　　３日　金 

 

　　６日　月 

　　７日　火 

　　８日　水 

　　９日　木 

　　10日　金 

　　13日　月 

　　14日　火 

　　15日　水 

　　16日　木 

　　17日　金 

　　20日　月 

　　21日　火 

　　22日　水 

　　23日　木 

　　24日　金 

 

 

　　27日　月 

　　28日　火 

 

３月１日　水 

 

　　２日　木 

　　３日　金 

　　５日　日 

　　６日　月 

　　７日　火 

　　８日　水 

　　９日　木 

 

 

　　10日　金 

　　13日　月 

　　14日　火 

　　15日　水 

芹沢 

三木田 

下杉 

 

東根田 

新田目、福田 

増沢 

杉山田 

三里、大内沢 

川井 

川井 

羽立 

西根田 

羽根山 

松ヶ丘 

道城 

上杉 

上杉 

 

 

 

八幡岱、林岱 

鎌沢 

 

李岱、明田 

 

李岱、明田 

弥栄 

電話予約者 

桃栄 

木戸石 

木戸石 

梅栄 

 

 

合川 

　〃 

　〃 

　〃 

芹沢 

三木田 

下杉 

 

東根田 

新田目、福田 

増沢 

杉山田 

三里、大内沢 

川井 

川井 

摩当 

西根田 

羽根山 

松ヶ丘 

道城 

上杉 

上杉 

 

 

 

八幡岱、林岱 

鎌沢 

 

李岱、明田 

 

李岱、明田 

金沢 

電話予約者 

美栄 

木戸石 

木戸石 

雪田 

 

 

合川 

　〃 

　〃 

　〃 

芹沢集会施設 

三木田多目的集会施設 

下杉集会施設 

 

東根田集会施設 

福田児童館 

増沢集会施設 

杉山田集会施設 

三里担い手センター 

川井公民館 

川井公民館 

羽立児童館、摩当活性化施設 

西根田生活改善センター 

羽根山活性化施設 

松ケ丘児童館 

道城児童館 

上杉あいターミナル 

上杉あいターミナル 

 

 

 

八幡岱集会施設 

鎌沢生活改善センター 

 

勤労者福祉研修施設 

 

勤労者福祉研修施設 

弥栄児童館、金沢児童館 

合川支所大会議室 

桃栄集会施設、美栄集会施設 

木戸石児童館 

木戸石児童館 

梅栄児童館、 

雪田集会施設 

 

合川支所　大会議室 

　〃 

　〃 

　〃 

田沢、岩坂、李岱、下大沢 

太田 

高野尻、高野尻団地、

太田屋敷後 

今泉 

前山 

上町 

街道町、黒沢 

大町、新屋敷町 

小田、田子ヶ沢、松原 

糠沢 

大堤 

下町、昭和 

岩谷、二本杉、向黒沢、大畑 

湯ノ岱、坊山、四渡、小摩当 

小森、藤株 

脇神 

舟場 

南鷹巣 

 

 

本郷１～４組、吉野 

明利又、上舟木、松沢、

黒森、三ノ渡、与助岱 

妹尾館、中畑、深沢、下

舟木、吉ヶ沢 

川口、小ヶ田 

田中 

 

元町 

松葉町、宮前町 

米代町、住吉町 

伊勢町、幸町、 

内幸町 

 

指定日に申告できなかった方 

　〃 

　〃 

　〃 

摩当 

太田 

掛泥 

 

今泉 

前山 

深関、羽立 

相善町 

 

上町 

糠沢 

前野 

下町、昭和 

 

中屋敷 

小森、藤株 

堂ヶ岱 

舟場 

南鷹巣、西陣場岱、

石ノ巻岱、泉屋敷、

高村岱、高森岱 

本郷５～６組、根木屋敷 

大畑、葛黒、門ヶ沢 

 

岩脇、横渕、品類 

 

蟹沢、佐助岱、緑ヶ丘 

新田中、南田中 

 

大町、花園町 

東横町、旭町 

材木町、あけぼの町 

舟見町、新舟見町、東上綱、

下家下、西屋敷、北家後、

平成町、掛泥向 

指定日に申告できなかった方 

　〃 

　〃 

　〃 

市役所　大会議室 

　〃 

　〃 

 

今泉生活改善センター 

前山森林交流センター 

坊沢公民館 

　〃 

　〃 

下町会館 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

沢口林業センター 

　〃 

　〃 

舟場会館 

　〃 

 

 

七日市基幹集落センター 

　〃 

 

　〃 

 

市役所　大会議室 

　〃 

 

市役所　大会議室 

　〃 

　〃 

　〃 

 

 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

合川支所管内 鷹巣支所管内 

９時～ 
11時30分 

13時～ 
15時30分 

会　　場 
９時～ 
11時30分 

13時～ 
16時00分 

会　　場 

２月３日　金 

　　６日　月 

 

　　７日　火 

 

　　８日　水 

　　９日　木 

　　10日　金 

 

　　13日　月 

　　14日　火 

　　15日　水 

　　16日　木 

 

　　17日　金 

 

　　19日　日 

 

　　20日　月 

　　21日　火 

　　22日　水 

 

　　23日　木 

 

　　24日　金 

 

　　27日　月 

　　28日　火 

３月１日　水 

 

　　２日　木 

　　３日　金 

　　６日　月 

　　７日　火 

　　８日　水 

　　９日　木 

　　10日　金 

 

　　12日　日 

　　13日　月 

 

　　14日　火 

　　15日　水 

打当、前山 

中村、打当内 

 

戸鳥内、栩木沢、小倉、

野尻、菅生 

幸屋、長畑 

新中 

比立内新町 

 

比立内下町 

幸屋渡、岩ノ目沢 

笑内、鳥坂 

根子 

 

伏影 

 

 

 

萱草 

荒瀬１～６組 

荒瀬７～12組、小沢 

 

荒瀬川、畑町、 

畑町東裏 

 

 

上小様(三枚含)、下小様(塚岱、土倉含) 

小渕 

吉田 

 

湯口内 

 

大町、横町 

真木、新町、上岱 

上新町 

下新町 

指定日に申告できなか

った方 

 

指定日に申告できなか

った方 

　〃 

　〃 

打当集落集会所 

中村地区コミュニ

ティセンター 

地域特産品生産施設 

 

農村環境改善センター 

　〃 

　〃 

 

農村環境改善センター 

　〃 

笑内児童館 

根子児童館 

 

伏影児童館 

 

 

 

萱草児童館 

公民館　荒瀬分館 

　〃 

 

畑町児童館 

 

 

 

三枚分館、小様児童館 

小渕児童館 

吉田児童館 

 

湯口内児童館 

 

ふるさと文化センター 

　〃 

山村開発センター 

　〃 

　〃 

 

 

山村開発センター 

 

　〃 

　〃 

桂瀬→上羽立→

下羽立→惣内 

 

 

 

 

大岱→柏木岱→

五味堀 

根森田 

 

 

 

 

止→羽根川→ 

平里→新屋布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向本城 

 

 

 

 

白坂→大渕→浦田 

 

 

 

 

 

四季美館 

 

　〃 

 

　〃 

　〃 

　〃 

 

いきいきセンター 

　〃 

前田出張所 

　〃 

 

　〃 

 

前田出張所 

 

本城コミセン 

　〃 

アグリハウス 

 

　〃 

 

　〃　 

 

コミセン 

　〃 

　〃 

 

　〃 

　〃 

森吉支所 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

 

森吉支所 

森吉支所 

 

　〃 

　〃 

桂瀬、惣内、 

上羽立、下羽立 

桂坂、通り町 

 

鍛治町、八幡森 

神成、陣場岱 

五味堀、大岱、

柏木岱 

根森田 

細越、巻渕、堺田 

前田駅前、下前田 

小又、宮ノ下、工

事地帯、新ノ又 

新屋布、平里、

羽根川、止 

前田地区で平日

申告できない方 

本城上・下 

本城町屋、荒町 

根小屋、中新田、

米畑、大沢 

日栄、長野岱、

高校通 

鶴田、長野、松

栄、御狩屋 

御嶽、本城御嶽 

向本城 

長下、滝ノ沢、川向、

米内沢駅前、裏町 

大杉、新丁、学校通 

大町、本丁、横町 

白坂、大渕、浦田 

七曲、新町 

中道岱、冷水岱 

松山町、伊勢の森 

山崎、寄延 

 

 

 

  

　〃  

　〃 

桂瀬→上羽立→

下羽立→惣内 

 

 

 

 

大岱→柏木岱→

五味堀 

根森田 

 

 

 

 

止→羽根川→ 

平里→新屋布 

 

 

 

 

大沢→中新田→

米畑 

 

 

 

 

 

向本城 

 

 

 

 

白坂→大渕→浦田 

 

 

 

 

 

森吉支所管内 

午前は９時～ 

午後は１時～ 
会　場 

米内沢地区で平日申告できない人 

午前９時30分～ 
午後３時30分 

阿仁支所管内 

バス経由地 

午　前 午　後 
会　場 

事務整理日 

事務整理日 

指定日に申告できなかった人 

　森吉支所管内では、会場が変更になったことにより送迎バスを
運行します。 
　「バス経由地及び時刻」については2/1号で配布される日程表
で詳しくお知らせいたします。定められた会場で申告しましょう。 
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財政は厳しい、しかし市民には笑顔で接して財政は厳しい、しかし市民には笑顔で接して
平成 1 8 年 岸 部 市 長 年 頭 の あ い さ つ

市幹部職員に年頭のあいさつをする岸部市長 

　
平
成
18
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た

１
月
４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
大
会
議

室
で
岸
部
市
長
が
幹
部
職
員
を
前
に

年
頭
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。 

　
冒
頭
で
岸
部
市
長
は
「
昨
年
暮
れ

か
ら
大
雪
と
な
り
、
豪
雪
対
策
本
部

を
設
け
た
が
こ
れ
か
ら
が
心
配
」
と
、

大
雪
の
影
響
を
心
配
し
つ
つ
「
昨
年

は
い
わ
ば
合
併
ゼ
ロ
年
。
４
町
が
ひ

と
つ
に
な
り
、
一
緒
に
や
っ
て
い
こ

う
と
す
る
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
っ
た
」

と
、
振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
「
最
初
の
年
は
合
併
し
た

こ
と
で
守
備
範
囲
も
４
倍
に
な
っ
た

が
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
。
た

だ
、
17
年
度
は
旧
町
の
事
業
な
ど
を

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
18

年
度
が
実
質
的
に
新
市
と
し
て
の
最

初
の
年
度
に
な
る
。
い
よ
い
よ
新
し

い
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
っ
て
奮
起

し
た
い
」
と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
ま
し

た
。 

　
し
か
し
「
三
位
一
体
改
革
も
不
透

明
と
い
う
中
で
、
歳
出
は
減
ら
さ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
」
と
、
厳
し
い
財

政
事
情
を
抱
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に

触
れ
な
が
ら
「
既
存
の
事
業
で
も
削

れ
る
部
分
は
削
り
、
限
ら
れ
た
収
入

を
効
率
よ
く
事
業
に
結
び
付
け
た
い
」

と
、
事
業
を
執
行
す
る
立
場
の
市
職

員
へ
の
改
善
と
工
夫
を
求
め
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
「
旧
４

町
で
ば
ら
ば
ら
に
購
入
し
て
い
た
も

の
を
一
括
し
て
安
く
い
れ
て
も
ら
う
、

と
い
っ
た
こ
と
が
合
併
効
果
の
ひ
と

つ
。
例
え
ば
病
院
の
資
材
で
も
共
同

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。
支

出
を
少
し
で
も
抑
え
事
業
に
回
す
工

夫
が
必
要
」
「
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
際
し
て
も
、
廃
止
す
る
も
の

と
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
を
も

う
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
今
は

苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
費

の
節
減
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
後
の
事
業
に
よ
い
形
と
な
っ
て

表
れ
る
」
な
ど
と
、
職
員
の
奮
起
を

促
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
「
た
だ
、
財
政
的
に
厳
し

い
か
ら
と
い
っ
て
職
員
が
難
し
い
顔

を
し
て
い
る
と
市
が
明
る
く
な
ら
な

い
。
笑
顔
は
お
金
に
代
え
ら
れ
な
い

も
の
。
市
民
に
は
明
る
く
接
し
、
気

配
り
の
あ
る
接
遇
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
、
笑
顔
と
市
民
へ
の
思
い
や

り
の
あ
る
市
政
の
必
要
性
を
強
く
述

べ
ま
し
た
。 

コミュニティ助成事業で整備しました
　市では、平成17年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成）により、一般コミュニティ助成事業で阿仁前

田獅子踊保存会の「獅子踊備品一式」（太鼓、半纏、道具等）を整備しました。 

　同助成事業は、宝くじの収益を財源に宝くじの普及、広報を図ることをねらいとして財団法人自治総合セ

ンターが行っているものです。 

●業　　務　保育業務補助 

●雇用期間　１月20日（予定）～３月31日 

●日　　給　５,４００円（８時間勤務） 

●募集人数　１人　住所要件不問　 

●資　　格　保育士免許　 

●申し込み　履歴書及び有資格書類を持参のうえ職

　　　　　　員課まで 

●申込期限　１月18日（金）　17：00まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　北秋田市役所職員課　   　  �６２－６６０２ 

北秋田市立鷹巣東保育園保育士助手

市では臨時職員を募集します

軽油引取税免税証(農業用)の交付申請を受付けます

●申請日時及び場所 

　１月23日（月）～25日（水） 

　９：00～12：00・13：00～15：00 

　北秋田市役所本庁舎 

●交付日時及び場所 

　２月１日（水）９：30～12：00 

　北秋田市役所本庁舎 

　※２月７日は随時対応 

◎お問い合わせ 

　　　北秋田地域振興局　税課課税班 

　　　　　　　　　�０１８６－４９－２２１１ 

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

免税軽油使用者証

使用する機会の購入等証明書

免税軽油使用者証交付手数料400円�

誓約書

免税証交付申請書

共同申請明細書※共同申請は○

免税軽油の引取り等に係る報告書

免税軽油の引取りを証明する納品書や購入証明書等�

耕作面積の証明書※共同申請は全員分�

印鑑※共同申請は全員分

未使用免税証（残券）

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

新規　更新　継続　書換交付申請に必要な書類等

広報きたあきた保存版�
の作成を希望される方へ

　市では、皆様に配布した１年分の広報（４月

１日号～12月16日号）を保存版として製本いた

します。 

　製本を希望される方は、お手持ちの広報を広

報情報課または各支所企画総務課まで持参くだ

さい。 

●申込期間　１月16日（月）～31日（火）まで 

●費　　用　７００円 

●そ の 他　製本は広報紙に限ります。 

◎お問い合わせ 

　　　広報情報課　　　　　　 �６２－６６０８ 

高橋・小林（北秋田市）が決定高橋・小林（北秋田市）が決定
トリノ冬季五輪

　
２
月
10
日
開
幕
の
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

複
合
代
表
が
、
昨
年
12
月
26
日
に
決
定
さ
れ
、
北
秋
田
市
か
ら

高
橋
大
斗
選
手
（
鷹
巣
農
林
高
出
｜ 
土
屋
ホ
ー
ム
）
、
小
林
範

仁
選
手
（
花
輪
高
出
｜ 
東
京
美
装
）
の
２
人
が
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
は
、
今
季
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

と
そ
の
格
下
と
な
る
Ｗ
杯
Ｂ
の
成
績
を
も
と
に
し
た
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
の
日
本
勢
上
位
５
人
を
選
び
ま
し
た
。
高
橋
・
小
林
両

選
手
は
、
前
回
の
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
冬
季
五
輪
に
続
き

２
大
会
連
続
出
場
と
な
っ
た
ほ
か
、
畠
山
陽
輔
選
手
（
花
輪
高

出
｜ 
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
）
も
選
ば
れ
、
秋
田
県
か
ら
は
３
人
が

代
表
と
な
り
ま
す
。 

      

　
昭
和
55
年
12
月
16
日
、
旧
阿
仁

町
生
ま
れ
。
小
学
１
年
か
ら
ア
ル

ペ
ン
選
手
、
中
学
２
年
か
ら
複
合

に
取
り
組
み
、
３
年
で
全
国
大
会

準
優
勝
。
鷹
巣
農
林
高
校
で
数
々

の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
北
海
道
東

海
大
か
ら
土
屋
ホ
ー
ム
に
入
り
、

平
成
16
年
３
月
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
２
勝
。 

             

　
昭
和
57
年
５
月
４
日
、
旧
阿
仁

町
生
ま
れ
。
阿
仁
中
３
年
時
に
全

国
中
学
大
会
の
複
合
を
制
し
、
花

輪
高
１
年
の
小
樽
国
体
で
準
優
勝
。 

２
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体

の
２
冠
。
３
年
時
に
は
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
個
人
で
優
勝
。
昨
季

は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｂ
か
ら
ス
タ

ー
ト
。 

高橋大斗選手 

小林範仁選手 
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新
春
恒
例
の
「
大
太
鼓
た
た
き
初
め
」
が
１
月
２

日
、
大
太
鼓
の
館
で
行
わ
れ
、
綴
子
大
太
鼓
が
１
年

の
景
気
付
け
に
大
音
響
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。 

　
た
た
き
初
め
は
、
大
太
鼓
の
館
と
ぶ
っ
さ
ん
館
へ

の
千
客
万
来
、
施
設
で
の
無
事
故
な
ど
を
祈
願
す
る

た
め
毎
年
２
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
綴
子
上

町
・
下
町
の
大
太
鼓
保
存
会
を
は
じ
め
、
市
や
観
光
・

物
産
関
係
者
ら
が
出
席
、
ま
た
、
見
学
者
も
含
め
、

お
よ
そ
１
０
０
人
が
セ
レ
モ
ニ
ー
を
見
守
り
ま
し
た
。 

　
神
事
に
続
い
て
、
下
町
、
上
町
大
太
鼓
保
存
会
が

そ
れ
ぞ
れ
２
張
の
大
太
鼓
を
順
に
演
奏
、
最
後
に
は

上
下
合
同
で
４
張
の
大
太
鼓
が
同
時
に
打
ち
鳴
ら
さ

れ
る
と
、
そ
の
ズ
シ
ン
と
響
く
大
き
な
音
に
、
見
学

に
訪
れ
た
帰
省
客
ら
も
驚
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。 

新
春
の
市
街
地
を
駆
け
抜
け
る 

第
25
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン 

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
１
日
、
第
25
回
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
が
市
役
所
本
庁
舎
周
辺
の
市
道
を
コ
ー
ス
に
開

催
さ
れ
、
市
民
ら
お
よ
そ
１
５
０
人
が
１
年
の
走
り

初
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
市
民
の
体
力
向
上
や
健
康
で
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
昭
和
57
年
に
旧
鷹
巣

町
陸
上
競
技
協
会
の
主
催
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
村
上
憲

一
大
会
会
長
や
来
賓
か
ら
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
佐
藤
健
太
さ
ん
（
鷹
巣
中
学
校
陸
上
部
１
年
）

が
選
手
宣
誓
、
こ
の
後
、
参
加
者
ら
は
ス
タ
ー
ト
地

点
に
移
動
し
、
距
離
２
キ
ロ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
、

距
離
４
キ
ロ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
２
部
門
で
新

春
の
市
街
地
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。 

それぞれの願いや夢を胸に刻み走り初め 

新
市
発
展
の
願
い
を
込
め
て 

平
成
18
年
大
太
鼓
た
た
き
初
め 

松
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
備
品
を
寄
贈 

　
合
川
支
所
で
12
月
９
日
、
秋
田
県
北
部
特
定
郵
便

局
長
会
（
会
長
＝
柴
田
徳
孝
琴
丘
郵
便
局
長
）
か
ら
、

合
川
地
区
松
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
折
り
た
た
み
式
ベ

ン
チ
10
脚
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ベ
ー
ス
一
式
の
寄
贈
が

あ
り
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
同
会
阿
仁
部
会
の
金
田
憲
司
下
小
阿
仁

郵
便
局
長
が
代
理
贈
呈
し
「
各
種
大
会
で
皆
さ
ん
に
、

有
効
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
れ

に
対
し
松
岡
合
川
支
所
長
が
「
ベ
ン
チ
が
無
く
大
変

不
便
だ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
組
み
は
、
同
会
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
平
成
12
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

秋
田
県
北
部
特
定
郵
便
局
長
会 

綴子上町・下町大太鼓保存会による合同演奏 

今
年
１
年
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に 

　
初
日
の
出
を
拝
も
う
と
、
米
内
沢
の
倉
ノ
山
（
標

高
３
１
４
ｍ
）
で
元
旦
登
山
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
は
、
倉
山
会(

庄
司
善
男
会
長)

が
主
催
す

る
も
の
で
、
60
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
元
旦
恒
例

の
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
戌
年
と
あ
っ
て
参
加
者
22
人
と
と
も
に
犬

一
匹
も
同
行
。
一
行
は
米
内
沢
神
社
を
出
発
し
、
倉

ノ
山
山
頂
に
あ
る
三
吉
神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。
途

中
、
急
な
勾
配
と
腰
ほ
ど
も
あ
る
積
雪
で
、
険
し
い

道
の
り
な
が
ら
約
１
時
間
半
で
無
事
山
頂
に
到
着
。

風
も
な
く
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
ご

来
光
を
仰
ぎ
、
今
年
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
感
動

の
一
瞬
で
迎
え
た
２
０
０
６
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
！
。 

倉
ノ
山
元
旦
登
山
会 

　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
12
月
20
日
、
合

川
消
費
者
の
会
の
学
習
会
が
開
か
れ
、
会
員
な
ど
約

40
人
が
安
全
な
食
生
活
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
昭
和
58
年
に
発
足
し
、
ゴ
ミ
問
題
や
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
、
悪
徳
商
法
に
対
す
る
活
動
、
安
全

な
食
生
活
を
考
え
る
活
動
の
３
本
柱
に
よ
り
、
住
み

良
い
地
域
の
実
現
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
は
じ
め
に
、
土
濃
塚
節
子
会
長
が
「
食
の
安
全
と

は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
意
欲
的
に

学
習
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
Ｊ
Ａ
あ

き
た
北
央
比
内
地
鶏
部
会
長
・
後
藤
久
美
さ
ん
に
よ

る
「
比
内
地
鶏
」
〜
安
全
な
食
品
へ
の
こ
だ
わ
り
〜

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

安
全
な
食
生
活
を
考
え
て 

合
川
消
費
者
の
会
学
習
会 

 

安全でおいしい比内地鶏について講演する後藤さん 

自
家
製
の
ど
ぶ
ろ
く
を
阿
仁
打
当
温
泉
で 

　
阿
仁
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
で
12
月
23
日
、
森
吉

山
の
清
水
と
あ
き
た
こ
ま
ち
で
仕
込
ん
だ
ど
ぶ
ろ
く

「
マ
タ
ギ
の
夢
」
の
完
成
お
披
露
目
会
が
開
か
れ
、 

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
自
家
製
の
ど
ぶ
ろ
く
が
同
温

泉
で
提
供
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
ぎ
の
里
観
光
開
発（
株
）の
濱
田
章
社
長
は
「
こ

の
地
域
の
マ
タ
ギ
文
化
を
通
じ
て
、
じ
ゃ
ん
ご
の
ど

ぶ
ろ
く
で
心
を
癒
す
里
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
佐
々
木
功
常
務
取
締
役
と
ど
ぶ

ろ
く
造
り
を
担
当
し
て
来
た
泉
明
博
課
長
が
、
濁
酒

「
マ
タ
ギ
の
夢
」
の
銘
々
披
露
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
出
席
者
は
こ
く
の
あ
る
味
に
仕
上
が
っ
た
ど
ぶ
ろ

く
に
舌
鼓
を
打
ち
、
阿
仁
マ
タ
ギ
太
鼓
で
景
気
付
け

し
て
完
成
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。 

濁
酒
「
マ
タ
ギ
の
夢
」
完
成 

そ
う
ざ
ん 

寄贈目録を手渡す金田下小阿仁郵便局長（左から 

２人目）と北部特定郵便局長会阿仁部会の皆さん 

積雪量は例年の３倍、それでも近年になく天候に恵 

まれ初日の出を拝むことができた元旦登山 

こくのある味に仕上がったどぶろくに 

舌鼓を打ち完成を祝ったお披露目会 
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Information　お知らせ 

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 
 

 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【１月のロビー展】高鷹大学　習字・俳句クラブ 

１・22（日）平成17年度鷹巣地区「公民館まつり」 

 10:00～16:00 

　　28（土）｢トライあんぐる｣ 

　　　　　　◆三つのジャンボ大会!!　  　9:00～12:00 

　　31（火）鷹巣建設技能組合 総会  13:00～20:00 

２・４（土）｢トライあんぐる｣ 

　　　　　　◆ひな節句飾りの作り方      9:00～12:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】宮野明義写真展（16日～30日） 

１・19（木）ろばた講座 13:30～15:30 

　　22（日）北秋田市合川地区いきいき女性セミナー 

 13:00～16:00 

　　25（水）からだに優しいお菓子づくり講座 

 10:00～12:00 

　　30（月）刺し子講座 9:30～12:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 
１・20（金）童謡サロン 14:00～15:00 

　　22（日）新春婦人のつどい 10:00～15:00 

　　24（火）初心者むけ料理教室 10:00～13:00 

　　31（火）老壮・婦人大学合同研修（公開講演会） 

 13:30～15:00 

　　　　　　超簡単な国際料理教室 

　　　　　　　　　 昼10:00～13:00　夜18:00～21:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

１・18（水）婦人会体力作り教室 10:30～12:00 

１・20（金）老人クラブ新年会 9:00～14:00 

１・22（日）婦人会交流会 10:00～16:00 

 

 

１・20（金）高鷹大学芸術鑑賞会（劇団風の子）　　

　　　　      入場料　無料 10:30～ 

　　21（土）第１回北秋田市縄文シンポジウム 13:00～ 

　　　　　　おはなしでてこい 14:00～ 

　　23（月）消費税説明会 ①10:00～②14:00～ 

　　29（日）秋田声楽研究会第22回定期公演 14:00～ 

　　　　　　「泥棒とオ－ルドミス」＆「アマ－ルと

　　　　　　　夜の訪問者」 

　　　　　　入場料　前売：一般3,000円 学生2,000円 

　　　　　　　　　　当日：一般3,500円 学生2,500円 

　　31（火）消費税説明会 ①10:00～②14:00～ 

２・17（金）経営事項審査会及び入札参加資格審査説

　　　　　　明会　　　　　　　　　　　　   13:30～

　　　　 

２・18（土）おはなしでてこい 14:00～ 

　　19（日）good bye high school  

　　　　　　2006チャリティーコンサート 13:00～ 

　　　　　　入場料　前売券350円　当日券400円 

　　　　　 

　 

 1・29（日）秋田県中学校選抜新人剣道鷹巣大会 

 鷹巣体育館 

　　　　　　第41回郡市小学校スキー大会 

 米内沢スキー場 

 2・ 3（金）・４（土）合川地区社会人バスケットボ

　　　　　　ールナイターリーグ 合川体育館 

　　 5（日）北秋田市鷹巣地区スキー大会 

 薬師山スキー場 

　　11（土）・12（日）森吉町体育協会創立40周年記

　　　　　　念スポーツセンター杯インドアテニス大会 

 森吉スポーツセンター 

　　12（日）北部卓球選手権 鷹巣体育館 

　　　　　　第51回阿仁部学童スキー大会 

 森吉山阿仁スキー場 

 　　　高津森クロスカントリーコース 

第44回鷹巣地区スキー大会第44回鷹巣地区スキー大会
●期　日　２月５日　　 

●場　所　薬師山スキー場 

●日　程　開会式　８：50 

　　　　　アルペン種目インスペクション 

　　　　　　　　　９：25～９：50 

　　　　　競　技　９：30～14：30 

●参加資格　鷹巣地区に生活の根拠を有する方及び

　　　　　　勤務する方 

●申込方法　・小・中学生は学校で取りまとめのう

　　　　　　　え申し込みください 

　　　　　　・高校生・一般の方は直接体育館へ 

●申込期限　１月18日（水）正午まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　鷹巣体育館　 　　  　　�６２－３８００ 

君のハートよ位置につけ 

秋田わか杉国体
北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 

 

 

 

 

　平成17年12月３日から９日までの７日間、中央

公民館研修室を会場に、鷹巣陶芸教室「縄文土器

野焼き展」を開催しました。 

　今回の展示は昨年６月、盛岡市西部公民館で行

われた「北東北三県公民館活動作品紹介展」で展

示されたものを中央公民館において再現し、北秋

田市でもたくさんの皆さんに見ていただき、縄文

土器を知ってもらおうと企画したものです。 

　会場内は作品の他、岩手県において放映された

取材模様をビデオに収め、その様子を放映するなど、
当時の様子をありのままに再現しており、来場者

から「素晴らしい」という声が聞かれました。 

童謡サロンで生き生きに 
 
毎月第３金曜日・森吉コミュニティセンター 

楽
し
み
な
が
ら
知
識
習
得 

中
央
公
民
館
（
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
） 

縄文文化に想いを寄せて 

鷹巣陶芸教室（縄文土器野焼き展） 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

　
市
中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
17
年
12
月
19
日
か

ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
、
「
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
を
会
場
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　
講
習
会
へ
の
関
心
は
高
く
、
11
人
の
定
員
を
上

回
る
18
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
抽
選
で
決
定
し

た
11
人
が
受
講
し
ま
し
た
。 

　
講
師
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
親
和
会
同

好
会
（
鷲
谷
武
義
会
長
）
の
会
員
の
皆
さ
ん
。
初

心
者
向
け
の
内
容
（
ワ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
）
に
つ
い
て
計
10
時
間
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。 

　
再
就
職
や
現
在
の
仕
事
に
役
立
て
た
い
、
今
以

上
の
知
識
を
習
得
し
た
い
な
ど
受
講
目
的
も
様
々
。

講
師
、
受
講

生
共
に
和
気

あ
い
あ
い
と

楽
し
み
な
が

ら
の
有
意
義

な
４
日
間
と

な
り
ま
し
た
。 

　
限
ら
れ
た

時
間
で
し
た
が
、

今
回
得
た
知

識
を
今
後
の

生
活
の
中
で

生
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

熱
心
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
取
り
組
む 

受
講
生
の
み
な
さ
ん 

素
焼
き
の
土
器
の
素
朴
な
味
わ
い
を 

再
現
し
た
現
代
の
「
縄
文
土
器
」 

懐かしい童謡を皆さんと一緒に歌いましょう 

　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
に
月
に
一
度
、

懐
か
し
い
童
謡
の
歌
声
が
響
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー

で
毎
月
第
３
金
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
開
か
れ
て
い
る
「
童

謡
サ
ロ
ン
」
の
皆
さ
ん
の
歌
声
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
女
性
が

中
心
で
、
講
師
の
金
新
佐
久
公
民
館
長
を
囲
み
、
昔
を
懐
か

し
み
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
姿
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。 

　
１
回
の
講
座
で
は
10
曲
ほ
ど
の

童
謡
を
歌
い
ま
す
。 

　
会
員
は
現
在
33
人
で
、

講
座
は
７
月
か
ら
開
催

さ
れ
て
お
り
来
年
の
３

月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
懐
か
し

い
情
景
を
思
い
起
こ

し
な
が
ら
一
緒
に
童
謡

を
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

こ
ん  

し
ん
さ
く 
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健　　康 お知らせ お知らせ お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

　「身近な危険から子どもたちを守る」と題し、基調

講演や学校関係者、保護者自主防犯活動実践者等を交

えたパネルディスカッションを行います。 

　多くの参加をお待ちしています。参加費は無料です。 

●日　時　１月22日（日）　13：00～16：00 

●場　所　秋田市文化会館小ホール（託児室あり） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　秋田県県民文化政策課　 �０１８－８６０－１５２２～３ 

 

　男女共同参画社会基礎づくり講座in北秋田市が開催さ

れます。 

　みんなが幸せな社会をめざし、男女共同参画社会に

ついて考えてみましょう。 

入場無料　どなたでもご自由にご参加ください。 

●日　時　１月26日（木）　13：00～15：30 

●場　所　北秋田市中央公民館　３階大教室 

　　　　　第一部　講演　 

　　　　　講師　青森県立保健大学助教授　佐藤恵子氏 

　　　　　第二部　事例発表 

　　　　　発表者　㈱ジーエムジャパン　 

　　　　　　　　　　　 代表取締役社長　篠原康夫氏 

※託児もあります（無料ですが、事前の申込をお願い

します。） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　総合政策課　　　　　　　　　　�６２－６６０６ 

●日　時　１月25日（水）　10：00～12：00　 

●場　所　合川農村環境改善センター 

●講　師　湊屋啓二さん 

●内　容　あきたこまち100％米粉と野菜を使った 

　　　　　ケーキ作り 

●定　員　15名　※定員になり次第締切ります 

●持　参　エプロン、三角巾、筆記用具 

●申込期限　１月20日（金）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　合川公民館　　　　　　　　　  �７８－２１１４ 

 

 

　男性の方・若いお母さんたちのご意見も伺いたいと

思っています。お気軽に参加下さい。　 

●日　時　１月22日（日）　13：00～16：00 

●場　所　合川農村環境改善センター 

●テーマ　「地域づくりについて」 

　　　　　「豊かな環境づくりについて」 

　　　　　　「安全な食生活について」 

　　  

●日　時　１月20日（金）　開場10：10　開演10：30 

●会　場　文化会館　入場無料 

●内　容　劇団風の子・高坂さとし氏による一人語り

　　　　　「みちのくの民話」　 

◎お問い合わせ     

　　　生涯学習課　   　 　   �６２－６６１８ 

からだに優しいお菓子づくり講座

 

 

 

　「虫歯予防のためのフッ化物応用」の是非をめぐる

公開討論会は、日本初の開催となり、全国から注目さ

れています。多数の出席をお持ちしております。 

●日　時　１月29日（日）　13：30～16：00 

●場　所　秋田市文化会館　５階大会議室 

●内　容　フッ素・フッ素洗口の安全性をめぐるシンポジウム 

●その他　入場無料、託児有り（事前申込が必要） 

◎お問い合わせ 

　　　櫻田・嵯峨　　　　　　�０１８－８２４－５２１１ 

 

 

●日　時　１月31日（火）　13：30～15：00 

●場　所　森吉コミュニティセンター 

●講　師　岸部陞北秋田市長 

●対　象　北秋田市民で参加費は無料、定員200名 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉コミュニティセンター　 �７２－３２５９ 

 

手軽にできる家庭料理を作ってみませんか 

●日　時　１月29日(日)　10：00～13：30 

●場　所　北秋田市中央公民館　調理室 

●講　師　神成　艶　さん（中国出身：森吉地区在住） 

●材料費　800円程度 

●持　参　エプロン､三角巾、筆記用具 等 

●定　員　20名（定員になり次第締め切ります。） 

●申込期間 １月18日(水)～25日(水) 

受付時間は平日、土日とも午前８時30分～午後８時ま

で。但し、最終日は午後５時まで 

◎申し込み・お問い合わせ     

　　中央公民館　 　�６２－１１３０　 FAX６２－１６６９ 

 

 

 

 

●日　時　１月31日（火）　 

　　　　　昼の部　10：00～13：00 

　　　　　夜の部　18：00～21：00 

●場　所　森吉コミュニティセンター 

●参加費　１人1,000円　定員各８名 

●申込期限　１月26日（木）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉コミュニティセンター　 �７２－３２５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 むし歯のない子（３歳児健診）
森吉会場　5月18日・11月26日

鷹巣会場　12月13日

集団フッ素洗口を考える公開討論会

老壮・婦人大学合同研修�
（公開講演会：市長と語る会） 

中国の家庭料理講座

超簡単な国際料理教室�
アンジェラが作れれば、誰でもできます�
If�Angela�can�do�it，anyone�can！

合川地区いきいき女性セミナー�
（第45回合川地区婦人問題研究集会）

高鷹大学公開講座「芸術鑑賞会」

安心・安全まちづくりフォーラム

平成17・18年度入札参加資格審査（追加審査）
　既に鷹巣町・森吉町・合川町・阿仁町で申請、登

録された方は合併後「北秋田市」の登録として切り

替わっておりますので、再提出の必要はありません。 

●申請様式 

　①市内の建設業関係・林業関係の業者の方は、北

　　秋田市独自申請様式での提出となります。 

※申請様式は、北秋田市のホームページ掲載のもの

をダウンロードしてください。 

　②測量・建設コンサル等の業者の方は、国土交通

　　省統一様式又は秋田県様式での提出となります。 

　③市内物品・製造等に係る業者の方は、総務省統

　　一様式又は秋田県様式での提出となります。 

※②、③の様式は、各ホームページよりダウンロー

ドしてください。 

※ダウンロードができない場合は契約担当にご連絡

ください。 

●受付期間　１月16日～２月末日 

　（ただし、土曜、日曜及び祝祭日は除く。） 

●有効期間　４月１日～平成19年３月31日（１年間） 

●その他 

　提出書類はＡ４サイズのファイル綴込（表紙及び

背表紙にタイトル、社名を記入のこと。）※ファイ

ルの色の指定有り（建設工事関係：赤色、測量・建

設コンサル等：青色、物品・林業：緑色） 

◎提出先及びお問い合わせ 

　　　北秋田市役所　財政課　 　　 �６２－６６０７ 

「男女共同参画」ってなんだろう？？

◎お問い合わせ 
　北秋田市保健センター　�62－6666 
　合川保健センター　　　�78－4272 
　森吉保健センター　　　�72－3455 
　阿仁保健センター　　　�82－2116 
　 

伊東ひろとちゃん（阿仁水無）　辻りょうまちゃん（阿仁水無） 

北林　しのちゃん（米内沢）　三上きらりちゃん（本　城） 

吉田とうまちゃん（川　井）　辻永じゅんたちゃん（川井松石殿） 
 

佐藤わかなちゃん（旭　町）　簾内みさきちゃん（旭　町） 

成田りゅうじろうちゃん（伊勢町）　佐藤　みゆちゃん（横　渕） 

畠山むつきちゃん（伊勢町）　中嶋ゆうとちゃん（舟見町） 

畠山ひろむちゃん（綴子大畑）　佐々木かいりちゃん（宮前町） 

長岐ひかるちゃん（中　畑）　安保はるなちゃん（街道町） 

工藤けいとちゃん（大　町）　太田すずかちゃん（舟見町） 

斉藤やすひろちゃん（南鷹巣）　藤嶋しゅうとちゃん（相善町） 

石田かのんちゃん（内幸町）　堀部みずほちゃん（葛　黒） 

１月23日（月）全血 
ダ ム 工 事 事 務 所  

森 吉 幹 部 交 番  

秋 田 大 塚 刷 毛 工 場  

米 内 沢 総 合 病 院  

10：00～11：30 

12：45～13：30 

13：45～14：45 

15：00～16：00

１月31日（火）全血 

吉 野 の 郷  

鷹 巣 商 工 会  

埋蔵文化財センター北調査課 

10：15～11：30 

12：40～14：00 

14：30～16：10

２月１日（水）全血 
大館能代空港ターミナルビル 

ジ ー エ ム ジ ャ パ ン  

北 秋 田 地 域 振 興 局  

10：15～11：30 

12：00～13：00 

14：00～16：10

２月６日（火）成分 
北 秋 田 市 役 所  

〃 

10：00～12：00 

13：00～16：30

※成分献血は原則予約制です 
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お知らせ 

 募　　集 

お知らせ 

人のうごき

 

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。 

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。 

（午後６：３０～９：００） 

 

佐 藤 龍 星   

加賀谷 愛理  

庄 司 莉 瑚   

佐 藤 陽 和   

加賀美 柚奈 

戸 沢 知 充   

金 田 花 音   

工 藤 心 優   

渡 邊 健 吾   

菊 地 桜 咲   

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

吉 ケ 沢  

太 平 町  

旭 町  

脇 神  

松 葉 町  

七日市本郷 

松 石 殿  

上 杉  

中 道 岱    

阿仁比立内  

長男  

長女 

長女 

三女 

長女 

長男 

長女 

長女 

長男 

長女 

知幸 

直樹 

琢磨 

直行 

崇  

直樹 

光明 

和豊 

陽平 

啓之 

 

香里 

千寿子 

麗子 

寿雅子 

真弓 

香菜子 

由佳 

景子 

静香 

円 

りゅうせい 

あいり 

り　　こ 

ひ よ り 

ゆうな 

ともたり 

か の ん 

み ゆ う 

け ん ご 

お う さ 

12月16日～31日届出分 
 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

 

おくやみ申し上げます 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

小塚キヌヱ 

戸 澤 正 敏   

大 嶋 富 治   

佐 藤 美 朝   

田 中 ト ミ   

大川キクヱ 

齊 藤 　 勇   

幸 坂 セ イ   

大 坂 ス モ   

佐 藤 照 男   

津 谷 和 衛   

畠 山 タ ミ  

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

82 

56 

59 

46 

94 

89 

79 

78 

93 

61 

79 

81 

 

舟 場    

前 山    

鷹巣大町   

根木屋敷  

元 町    

七日市本郷 

糠 沢    

鷹巣大町 

綴子上町 

松 葉 町  

相 善 町  

松 葉 町  

( 　歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

工藤ミナ子  

鈴 木 常 雄   

齋 藤 英 雄  

柴 田 岩 吉   

後 藤 勇 一   

武 石 光 子   

松 橋 勇 助   

織 田 サ ヨ   

柴 田 兵 一   

伊 藤 ト ヨ   

伊 東 勝 治   

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

 

 

 

 

 

71 

82 

58 

77 

71 

68 

85 

89 

91 

91 

96 

 

合 川  

福 田  

合 川  

合 川  

下 杉  

根 小 屋  

米内沢大町 

根 森 田  

小 又  

阿仁水無 

阿仁銀山 

  

まさとし　 

と み じ　 

よしとも   

  

  

いさむ 

  

  

て る お　 

か ず え　 

櫻 田 正 明   

豊 村 智 恵 子  

ま さ あ き 

ち　 え　 こ 

　さん 

　さん 

東 根 田  

宮 前 町  （ 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

曜 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

電話番号 

63－2700 

60－1055 

78－3161 

78－3338 

62－1455 

62－1146 

62－2882 

82-2351 

62－1420 

63－0105 

62－1101 

62－1455 

62－1400 

62－1267 

62－1155 

62－2261 

医 療 機 関 名  

たむら内科クリニック 

う え だ クリニック  

合川国民健康保険診療所 

疋 田 外 科 内科医院  

北 秋 中 央 病 院  

奈 良 医 院  

藤 原 医 院  

阿 仁 病 院  

佐藤外科消化器科医院 

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

と し ま 医 院  

近 藤 医 院  

津 谷 内 科   

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ ね お　  

ひ で お　  

いわきち   

ゆういち   

み つ こ　 

ゆうすけ   

 

ひょういち  

 

か つ じ　 

 

庄 司 拓 美  

田 村 弥 生  

  た　く　み 

や　よ　い 

 

 

　さん 

　さん 

鍛 治 町  

岩 坂  （ 

 

 

秋田県の最低賃金は１時間　608円 

秋田県の産業別最低賃金は（業種により異なる） 
１時間　694円～717円 
 ◎詳細は下記にお問い合わせ下さい。 

　秋田労働基準監督署　�０１８－８６５－３６７１ 

　大館労働基準監督署　�０１８６－４２－４０３３ 

今すぐ確認！　最低賃金 

 

お二人の前途を 
　　　　祝福します  

    

 

 

 

　阿仁・森吉地域で昔から食べられている郷土料理や、

おばあちゃん、おかあさんの作る我が家の料理を持ち寄

って、食についてみんなでお話ししたり、阿仁・森吉地域

の食の豊かさや良さを再発見する場として開催します。 

　ご近所、ご友人お誘い合わせのうえ、また、料理持参で

なくても結構ですので、是非ご参加ください。 

●日　程　１月28日（土）　９：30～12：30 

　　　　　森吉地区・阿仁前田　「四季美館」 

　　　　　１月29日（日）　９：30～12：30 

阿仁地区・阿仁打当　「打当温泉マタギの湯｣ 

●内　容　日頃食べている料理、各地域で昔から伝わ

る伝統料理、地域の食材を使った料理など

を展示し「食話会」を開催します。持ち寄

って頂く料理は無償提供でお願いします。 

◎お問い合わせ 

　　　森吉支所産業振興課　　　　　  �７２－３１１２ 

　　　阿仁支所観光振興課　　　　　  �８２－２１１７ 

 

　冬のスポーツをエンジョイしてみませんか？スキー

技術のレベルは問いません。バッジテストも行います。 

●実施日　駅舎内ホール９：30集合　 

　１回目　２月４日（土）～５日（日） 

　２回目　２月25日（土）～26日（日） 

●場　所　森吉山阿仁スキー場 

●対　象　中学生以上　先着20名（各日） 

※ゴンドラ・リフト代は各自 

●申込期限　１回目　２月１日（水） 

　　　　　　２回目　２月22日（水） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　阿仁支所観光振興課　上杉　　  �８２－２１１７ 

ふるさと★食のつどいin阿仁・森吉 

●日　時　１月19日（木）　13：30～15：30 

●場　所　合川農村環境改善センター 

●テーマ　明日に向けた社会学 

●内　容　講演　演題 

　　　　　「今が正念場－世相にみる問題点を考える－｣ 

　　　　　講師　石川　嘉明　氏 

◎お問い合わせ 

　　　合川公民館　　　　　　　　　  �７８－２１１４ 

　 

 

 

　市営御嶽団地　105-01号（平成５年建設） 

●所在地　北秋田市本城字上悪戸31-1      

●募集戸数　1　戸      

●構　造　木造平屋建２戸建　２ＤK（浴槽・風呂釜有) 

●家　賃　月額　17,200円～28,500円 

　　　　（所得、世帯人員等により算定） 

●収入基準　政令月収が200,000円以下 

　　　　　（高齢者、障害者は268,000円以下）       

●入居資格　 

・現に同居し、又は同居しようとする親族があるこ

と（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様

の事情にある者その他婚姻の予定者を含む）       

・現に住宅に困窮していることが明らかな者であこと 

●敷　　金　家賃の３ヶ月分       

●募集期間　１月17日（火）～26日（木） 

　　　　　　（土・日を除く） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉支所産業建設課　　　　　  �７２－３１１２ 

市営住宅入居者募集

 

投票は忘れずに

投票日　３月26日（日）
北秋田市議会議員一般選挙　　

　３月31日で任期満了となる市議会議員の一般選挙

が、３月26日（日）に行われます。合併後初めて行

われる市議会議員選挙であり、私たちの新しい代表

26人を決める大切な機会です。棄権することなく忘

れずに投票しましょう。 

北秋田市議会議員一般選挙　　
 

立候補予定者説明会
　市議会議員一般選挙に立候補を予定している

方に対する諸手続等の説明会を開催します。 

●日　時　１月30日　13：30～ 
●場　所　北秋田市交流センター　 

◎お問い合わせ　　北秋田市選挙管理委員会　　　　　�６２－６６１４　 

 

 

第１回合川ろばた講座

　１月１日号２４ページの「あきた北空港（大館能

代空港）発着の県北地区旅行代理店合同企画ツアー｣

において「秋田内陸線観光�８２－３６６６」「秋

田内陸線観光鷹巣旅行センター�６０－１１１１」

も申込先となります。 

追加のお願い 

人口と世帯数 
12月31日現在 

住民基本台帳による 

　総人口　40,630人（ 23人減） 

　　男　　19,236人（ 15人減） 

　　女　　21,394人（ ８人減） 

　 出生 　20人　転入　 48人 

　 死亡 　45人　転出　 46人 

　世帯数  14,881世帯（４世帯増） 

前月比 
 

 

 

税 の納期限 

１月31日まで 
 

市 県 民 税 第４期 
 国民健康保険税 第７期 
 

スキー無料講習会
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森吉山スキー場　北秋田市民優待プラン森吉山スキー場　北秋田市民優待プラン

　北秋田市民の皆さまに限り、下記の優待料金にて阿仁・森吉スキー場をご利用いただけます。 
◆利用期間        
　森吉スキー場　３月26日（日）まで、森吉ヒュッテ　３月18日（土）まで        
　阿仁スキー場　２月１日（水）～２月26日（日）まで        

 

 

 

こども 

シニア 

おとな 

こども 

１日券 

半日券 

１日券 

半日券 

ゴンドラ

往復 

 

　  平　日 

２，８００円 

２，０００円 

１，８００円 

１，０００円 

 

　  土休日 

３，３００円 

２，５００円 

２，３００円 

１，７００円 

 

　　平　日 

２，３００円 

１，８００円 

１，３００円 

　　８００円 

 

　  土休日 

２，８００円 

２，３００円 

１，８００円 

１，５００円 

正規料金  優待料金  
券種  区分  利用期間  

おとな 

３月26日まで 

１，５００円 １，２００円 

７００円 ６００円 

阿仁スキー場 
樹氷まつり 
２月１日～26日 

おとな 

こども 

おとな 

こども 

 

　  平休日 

７，５００円 

６，０００円 

６，０００円 

５，０００円 

 

　  休前日 

８，５００円 

６，５００円 

６，５００円 

５，５００円 

 

　　平休日 

６，５００円 

５，０００円 

５，０００円 

４，０００円 

 

　  休前日 

７，５００円 

５，５００円 

５，５００円 

４，５００円 

正規料金  優待料金  
券種  区分  利用期間  

３月18日まで 

◆森吉ヒュッテ宿泊優待料金（リフト１日券付） 

◆リフト・ゴンドラ優待料金 

１泊朝食 

１泊２食 

◆宿泊者は追加リフト券を特別料金で購入いただけます。        
 　１日券＝おとな１，５００円　　こども１，０００円        
 　半日券＝おとな　　８００円　　こども　　５００円        
◆注意事項         
※こども料金は小学生以下、シニア料金は60歳以上（身分証明書が必要です）         
※宿泊は１室３～４名で利用料金。２名利用は１，０００円の加算。２月１０は休前日料金。 
◆利用方法         
　各リフト券売場および宿泊予約時に住所を申し出てください。         
※お申し出のない場合は料金の適用になりません。         
◆申し込み・お問い合わせ         
 　森吉スキー場（森吉ヒュッテ）　�７６－２１１１　　阿仁スキー場　�８２－３１１１ 
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